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Rottenberg (1956) と Sloane (1971) の先駆的な研究以降，各国のプロ・スポーツ・

リーグ傘下のチームの行動原理に関して，当該分野の既存研究における一般的な認識は

次のようなものであった (Késenne, 2006)．すなわち、Major League Baseball (MLB) 

や National Football League (NFL) といった北米 4 大スポーツ・リーグにおけるチー

ムは，欧州各国のプロ・サッカー・チームに比べれば商業主義的である．そのため，北

米 4 大リーグなどを想定した場合は，当該リーグ傘下のチーム行動を分析するに際して

は，その (近似的な) 行動原理として利潤最大化仮説を設定することは妥当であると考

えられてきた．また，そうしたチームの行動原理を支持する幾つかの北米 4 大リーグに

おけるチームの目的を実証した既存研究も存在する (Noll, 1974; Ferguson et al.， 

1991; Alexander, 2001)． 

一方，欧州各国のサッカー・リーグにおけるチームの行動原理としては、Sloane 

(1971)の主張したチーム所有者の効用最大化仮説，及び Sloane の主張を単純化した

Késenne (1996, 2000)の勝率最大化仮説が広く支持されてきた．しかし、Andreff and 

Staudohar (2000) は、1990 年代後半からの欧州各国のプロ・サッカー・チームの放映

権料を中心とした収入の増加や，イングランドの Premier League (PL) 傘下のチーム

を中心とした株式上場といった変化に伴い，欧州のプロ・サッカー・チームの収益や所

有構造が北米 4 大リーグ傘下のチームのそれと類似してきていると主張した．こうした

変化が，欧州各国のプロ・サッカー・チームをより利潤を重視させる方向に向かわせ，

北米 4 大リーグ傘下のチームの行動原理と同一になっていくことが推測された 

(Hoehn and Szymanski, 1999; Fort, 2000)．しかしながら、1994-2004 シーズンのイ

ングランドとスペインのサッカー・リーグにおけるチームの行動原理を実証分析した

Garcia-del-Barrio and Szymanski (2009) は，当該期間におけるチームの行動原理は

利潤最大化というよりは（一定の利潤制約下での）勝率最大化として近似することが望

ましいことを示した． 

 

本論文は，上述した既存研究による考察に動機付けられている．すなわち、1990 年代

以降，北米 4 大リーグと欧州各国のサッカー・リーグ傘下のチームの収益や所有構造が



類似してきているという指摘にも関わらず，なぜチームの行動原理が北米と欧州のスポ

ーツ・リーグ傘下におけるチーム間で異なっているのかということである．そこで，本

論文ではn(≥ 2)チームから構成されるスポーツ・リーグを想定し，Fershtman and 

Judd (1987)と Sklibas (1987)らによる戦略的委任ゲームに依拠し各チームはその所有

者と経営者からなるモデルを提示する．そして分析結果として，以下の 2 つを示した． 

 

1. 利潤最大化を目的とするチームの所有者は，その経営者に利潤に加え勝率にも配慮

した報酬契約を提示することがあり得る． 

2. リーグが収入配分政策を広範囲に適用するほど，当該リーグ傘下のチームの経営者

はより利潤を重視するよう所有者から規律付けられる．一方，収入配分制度が限定

的なリーグの下でのチームは，利潤に加えてより勝率も追及するよう所有者から規

律付けられる． 

 

 上記の分析結果 1.は，チームの所有者の目的が利潤最大化としても，経営者レベルで

の行動原理として利潤以外に勝率も追及する可能性があることを示唆している．また，

現実のスポーツ・リーグの制度として，北米 4 大リーグにおいては放映件収入をはじめ

とした収入配分制度が広範囲に採られ，欧州各国のサッカー・リーグにおいては限定的

である．従って，上記の分析結果 2.に従えば北米 4 大リーグ傘下のチームは利潤重視，

一方，欧州各国のサッカー・リーグ傘下のチームは勝率重視となる．即ち，こうした分

析結果は，現実のスポーツ・リーグにおいて採用されている収入配分政策と，既存研究

におけるチームの行動原理に関する認識及び実証結果と整合的なものと考えられる． 
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